
№ 該当ページ 該当項目 意見の要旨 委員会の考え方

１ 全般

　政策指標が掲載され、基本施策ごとの事
業内容等がまとめられており、全体的に端
的でわかりやすい構成となっていた。ま
た、内部意見と第三者評価機関の意見も併
せて標記されており、透明度が高い印象を
受けた。
　以前広報において、この件に関するワー
クショップを開催する記事を拝見したが、
その開催内容についても掲載するとより市
民の意見が反映された報告書となるのでは
ないか。

　ワークショップとパブリックコメントでいた
だいた市民の皆様からの貴重なご意見は、委員
会としても、今後のまちづくりに活かされるよ
う、評価報告書において意見を述べ、併せて、
いただいたご意見のまとめを掲載します。

２ 全般

　市の根幹を成す壮大な計画の検証及び評
価は大変苦労されたことと思います。この
結果を、今後のまちづくりに活かしていた
だきたいと思います。
　評価結果をみても、これまでの５年間で
様々な取り組みがされてきたことが伺えま
す。今後も、将来都市像実現のために取組
んでください。

　本委員会は、市が将来都市像の実現に向けた
取組を推進するため、第三者評価機関として設
置されました。
　委員会としても、前半期の取組状況の検証と
評価が、平成32年度までの後半期におけるまち
づくりに活かされること、また、将来都市像で
ある「元気都市あきしま」の確かなる実現につ
ながることを期待し、様々な意見を述べていま
す。

３ 全般
　10月に市長さんが交代されましたが、元
気都市あきしまのまちづくりを継続してい
ただきたいと思います。

　委員会としても、継続性のある市政運営は重
要なことと認識しており、「元気都市あきし
ま」の確かなる実現を期待しています。
　なお、ご意見の趣旨について、市に確認をし
たところ、以下の回答をいただいています。

【市の回答】
　現市長は、安定した市民生活の基礎となるも
のは、継続性のある市政運営であり、その上
で、まちづくりを発展させていくことが重要で
あると考えています。
　この考えに基づき、「元気都市あきしま」の
まちづくりを力強く進め、昭島市の更なる発展
に努めて行きます。

４ Ｐ12
男女共同
参画社会

　今までの男女共同参画の取組で、年齢が
若いほど男女平等意識は向上している。男
性が仕事、女性が子育て、という考え方を
変えていこうという取組がなされてきたと
思うが、男性もひとり親で子育てをする人
が増えてきている中、そういった男性への
取組も進めてほしい。

　昨今では、男女共同参画の意識が定着し、い
わゆるイクメンも増加しており、男性が子育て
を含めた家事を行うことも、日常的なことに
なっていると認識しています。
　今後の取組において、シングルファザーへの
対応も必要なことと考えますので、いただいた
ご意見について、市においても十分な検討がな
されるよう、評価報告書の中で意見を述べま
す。
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５
Ｐ49～
50

生活の
支援・保護

　私は就職活動を間近にした学生です。雇
用環境が改善傾向にあると聞きますが、ま
だまだ非正規労働者や派遣社員なども多く
いる現実もあります。
　そうした中でも、自分の生活を守るた
め、みんな頑張って働いています。生活保
護制度は、病気の人などで働きたくても働
けない人にとっては、セーフティーネット
として必要だと思います。労働可能な人が
生活保護の手当てを受けていることは、厳
しい労働環境の中で頑張って働いている人
から見れば、納得できない面もあると思い
ます。。頑張って働いている人が納めた税
金によって、生活保護の手当が支給されて
いるのですから、これからも自立に向けた
支援を積極的に取組んでください。

　生活保護制度は、生活困窮者に対し、健康で
文化的な最低限度の生活を保障するとともに、
自立を助長することを目的としおり、併せて、
生活保護受給者の義務として、能力に応じて勤
労に励むとされています。
　委員会としては、先ずは、生活困窮に陥らな
いための取組が重要であると考えており、評価
においても、実質的な成果が出るよう取組を進
めることを意見として述べています。
　また、生活保護受給者の増加は、市財政への
負担も大きくします。いただいたご意見のとお
り、就労可能な能力をお持ちの方に対しては、
自立に向けた支援を講じることが重要と考えま
す。
　制度の趣旨がしっかりと実現されるために
も、いただいたご意見について、市においても
十分な検討がなされるよう、評価報告書の中で
意見を述べます。

６ Ｐ75 文化・芸術

　市民意識調査の結果から、この一年間で
芸術鑑賞をした市民の割合は若干ではある
が増えており、「興味がない」と回答した
割合は減っているので、市民の余暇の過ご
し方で、何らかの芸術に触れようとしてい
る人は若干だけど増えてきているのかなと
思います。心のゆとり、余裕の表れでしょ
うか。
　75～76ページに文化芸術活動推進のため
の具体的な事業が挙げられていて、内部評
価の中でも民間とも連携して施策の展開を
図るとあるので、ぜひ推進していただきた
いと思います。
　評価の中で活動成果の発表場所として拝
島駅自由通路が挙げられているので、東中
神駅自由通路の整備においても、その視点
からも取組を進めていただき、目標値の達
成を目指していただきたいと思います。

　委員会としても、活動の成果を発表する場を
さらに増やし、市民一人ひとりが芸術を身近に
感じられるよう、また、市民の文化芸術活動が
推進されることを期待しています。
　いただいたご意見については、市においても
十分な検討がなされるよう、評価報告書の中で
意見を述べます。

7 Ｐ85 生活環境

　横田基地が隣接する昭島市では、航空機
の騒音への対応が課題であり、市もこれま
で努力をされてきたかと理解しています。
横田基地の全面返還を訴える人たちもいま
すが、基地は日本の安全のため、平和のた
め必要なものと思っています。昭島市は横
田基地の存在をどのように考えています
か。また、騒音被害に悩む市民のために、
どのような取組をしていきますか。

　委員会としても、航空機による騒音被害は市
民が抱える大きな悩みであると思います。検証
と評価を行う中で、市も航空機騒音の低減に向
けた取組を進めてこられたと評価しています。
　委員会としては、今後も引き続き、航空機騒
音の低減など、国や米軍に対して、要請してい
くことを意見として述べています。
　なお、ご意見の趣旨について、市に確認をし
たところ、以下の回答をいただいています。

【市の回答】
　横田基地については、日米安保条約に基づき
提供・運用がなされているもので、日本の国防
政策の基調をなすものであり、日本の平和と安
全に大きな役割を果たしてきたものと認識をし
ています。
　しかしながら、半世紀以上もの間、市民は航
空機による騒音被害や事故等への不安を抱えて
います。このことから、市としても、東京都や
横田基地に隣接する自治体と連携する中で、国
や米軍に対して、航空機騒音の低減や周辺環境
への配慮、徹底した安全対策などを要請してき
ました。今後も引き続き、要請を重ねて行きま
す。
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8 Ｐ88 自然環境
　崖線、用水路等の草刈り、樹木の剪定を
もっとしてほしい。

　委員会としては、市が行っている崖線や用水
路の草刈りは、自然環境（水と緑の環境）の保
全と再生を目指した取り組みであると認識して
います。緑や水辺の景観が良好に保全されるこ
とにより、市民の憩いの場として活用され、自
然保護意識の普及にもつながると考えます。引
き続き、水と緑を大切にする施策を推進するよ
う、委員会としても意見を述べています。
　いただいたご意見については、市においても
十分な検討がなされるよう、評価報告書の中で
意見を述べます。

9 Ｐ91 地球環境
　エコ通勤デーの取り組みは、市役所内部
の取り組みであり、その効果が分かりにく
い。実施による効果を公表してほしい。

　委員会としては、市のエコ通勤デーの取り組
みが、地球環境の保全に向けた取り組みであ
り、その効果を公表することは、広く意識啓発
にもつながると考えます。
　いただいたご意見については、市においても
十分な検討がなされるよう、評価報告書の中で
意見を述べます。

10
Ｐ94

Ｐ140

ごみ処理

消費者

　フリーマーケット・リサイクル品の無料
提供については、利用者も多く、啓発効果
が高いことがうかがわれる。環境コミュニ
ケーションセンターに限らず、他の公共施
設でも開催できないか。

　フリーマーケット・リサイクル品の無料提供
は、ごみの減量とリサイクルの推進のため、ま
た、環境に配慮した消費生活の推進のため実施
されていると理解しています。
　委員会としても、これらの施策の推進に向け
て、フリーマーケットの開催やリサイクル品の
無料提供が継続して行われることを意見として
述べています。
　いただいたご意見については、市においても
十分な検討がなされるよう、評価報告書の中で
意見を述べます。

11
Ｐ101～
103

上水道

　昭島市の水道水はとても美味しく、友達
にも自慢できる市の宝です。今後も安全で
美味しい深層地下水100％の水道水を提供
してください。

　委員会としても、深層地下水100％の水道水
は、市民と市の宝であると考えています。この
ことから、今後も安全で美味しい深層地下水
100％の水道水を廉価で供給できる企業運営に
努めることを、意見として述べています。

3


